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「
飛
青
磁
」
の
最
高
傑
作

　

舶
来
物
は
古
く
か
ら
人
々

の
憧
れ
の
的
で
あ
る
。
陶
磁

器
も
例
外
で
は
な
い
。
陶
磁

器
の
舶
来
物
で
、
日
本
に
お

い
て
古
く
か
ら
珍
重
さ
れ
、

も
っ
と
も
馴
染
み
深
い
も
の

が
中
国
の
龍
泉
窯
（
り
ゅ
う

せ
ん
よ
う
）
の
青
磁
で
あ

る
。
龍
泉
窯
は
浙
江
省
南
西

部
の
龍
泉
市
に
あ
る
千
年
以

上
の
歴
史
を
有
す
る
青
磁
の

一
大
産
地
で
あ
る
。
鎌
倉
時

代
以
降
、
貿
易
に
よ
り
龍
泉

窯
青
磁
は
日
本
に
数
多
く
も

た
ら
さ
れ
、
日
本
人
に
と
っ

て
愛
す
べ
き
青
磁
の
手
本
と

な
っ
た
。

　

１
９
７
０
年
代
に
韓
国
南

西
部
の
新
安
沖
海
底
で
発
見

さ
れ
た
沈
没
船
、
い
わ
ゆ
る

「
新
安
沈
船
」
は
、
中
国
元

時
代
の
１
３
２
３
年
、
中
国

の
寧
波
か
ら
日
本
の
博
多
に

向
け
て
出
港
し
た
貿
易
船
で

あ
っ
た
。
船
内
か
ら
は
２
万

点
以
上
の
陶
磁
器
が
見
つ
か

り
、
そ
の
大
半
が
同
時
代
、

す
な
わ
ち
元
時
代
の
龍
泉
窯

青
磁
で
あ
っ
た
。
花
生
や
香

炉
、
壺
、
碗
、
皿
な
ど
膨
大

な
量
の
龍
泉
窯
青
磁
が
貿
易

に
よ
り
日
本
に
も
た
ら
さ
れ

た
一
端
が
明
ら
か
に
な
っ

た
。

完
全
無
比
の

「
飛
青
磁
」
の
美

　

龍
泉
窯
青
磁
は
、
将
軍
家

や
大
名
、
寺
院
な
ど
に
お
い

て
貴
重
な
舶
来
の
「
唐
物
」

（
中
国
製
文
物
）
と
し
て
受
容

さ
れ
、
今
日
ま
で
大
切
に
伝

え
ら
れ
て
い
る
作
品
も
数
多

い
。
そ
の
な
か
に
は
国
宝
や

重
要
文
化
財
な
ど
も
あ
り
、

大
阪
市
立
東
洋
陶
磁
美
術
館

所
蔵
の
国
宝
「
飛
青
磁
花

生
」は
そ
の
代
表
と
い
え
る
。

　

黄
金
比
と
も
い
う
べ
き
均

整
の
と
れ
た
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ

ン
、
翠
色
の
輝
き
と
潤
い
の

あ
る
美
し
い
釉
色
、
絶
妙
な

鉄
斑
の
配
置
、
本
作
は
元
時

代
の
龍
泉
窯
青
磁
を
代
表
す

る
世
界
的
名
品
で
あ
る
。
こ

う
し
た
タ
イ
プ
の
瓶
は
、
中

国
で
は
「
玉
壺
春
（
ぎ
ょ
っ

こ
し
ゅ
ん
）
」
と
い
う
優
美

な
名
で
呼
ば
れ
、
主
に
酒
瓶

と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
と
考

え
ら
れ
る
。
一
方
、
日
本
で

は
こ
う
し
た
瓶
は
花
生
（
花

入
）
と
し
て
書
院
や
茶
席
を

飾
っ
た
。

　

本
作
は
江
戸
時
代
の
大
坂

の
豪
商
・
鴻
池
家
に
伝
来
し

た
も
の
で
、
同
家
の
「
寛
政

三
年
（
１
７
９
１
年
）
道
具

改
帳
」
に
「
飛
青
磁
」
の
名

で
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ

と
か
ら
、
江
戸
時
代
に
は
こ

う
し
た
鉄
斑
装
飾
の
あ
る
龍

泉
窯
青
磁
は
「
飛
青
磁
」
の

名
で
愛
玩
さ
れ
て
い
た
こ
と

が
分
か
る
。
国
内
外
に
類
品

が
数
点
知
ら
れ
る
が
、
完
全

無
比
な
本
作
は
、「
飛
青

磁
」
の
最
高
傑
作
で
あ
る
。

（
小
林
仁
・
大
阪
市
立
東
洋

陶
磁
美
術
館
）

元時代・14世紀／龍泉窯
高27.4cm、最大径14.6cm
大阪市立東洋陶磁美術館蔵

（住友グループ寄贈／安宅コレクション）
（写真：六田知弘）
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日
本
人
が
愛
し
た

龍
泉
窯
青
磁
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日
時　

３
月
12
日
（
日
）
10
時
〜
13
時

会
場　

Ｍ
＆

Ｄ
ホ
ー
ル
（
保
険
医
会
館
東
隣
り
）

講
師　

河
野
智
生
氏
（
こ
う
の
歯
科
医
院
院
長
）

会
費　

５
千
円　
　

定
員　

80
人

歯
科
医
師
が
歯
周
病
の
治
療
を
す
る
上
で
考
え
て
い

る
こ
と

歯
科
衛
生
士
向
け
講
習
会

日
時　

３
月
18
日
（
土
）
18
時
30
分
〜
20
時

会
場　

Ｏ
Ｍ
Ｍ
ビ
ル　

２
０
１
会
議
室

講
師　

畑
﨑
清
孝
氏
（
畑
﨑
歯
科
医
院
副
院
長
）

会
費　

無
料　
　

定
員　

30
人

一
般
開
業
医
が
行
う
、
歯
列
不
正
予
防
の
た
め
の
生

物
学
的
機
能
療
法
〜
口
腔
機
能
発
達
不
全
症
へ
の
対

応
〜

北
河
内
地
区
総
会
・
記
念
講
演
会

日
時　

３
月
18
日
（
土
）
19
時
〜
21
時

会
場　

 

サ
ン
ス
ク
エ
ア
堺　

第
１
会
議
室

講
師　

 

濱
田
傑
氏
（
清
恵
会
病
院
歯
科
口
腔
外
科
部
長
・
近

畿
大
学
医
学
部
客
員
教
授
）

会
費　

無
料　
　

定
員　

50
人

こ
ん
な
時
に
は
口
腔
外
科
へ
〜
よ
り
よ
い
病
診
連
携

の
た
め
に
〜
（
仮
）

堺
・
高
石
・
和
泉
地
区
総
会
・
記
念
講
演
会

日
時　

３
月
５
日
（
日
）
10
時
〜
13
時

会
場　

Ｍ
＆

Ｄ
ホ
ー
ル
（
保
険
医
会
館
東
隣
り
）

講
師　

 

雨
河
茂
樹
氏
（
市
立
池
田
病
院
歯
科
口
腔
外
科
主
任

部
長
）

会
費　

３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円　
　

定
員　

80
人

知
っ
て
お
き
た
い
抜
歯
時
の
偶
発
症
と
そ
の
対
応
に

つ
い
て

３
月
度
生
涯
研
修

日
時　

３
月
25
日
（
土
）
18
時
30
分
〜
19
時

会
場　

Ｍ
＆

Ｄ
ホ
ー
ル
（
保
険
医
会
館
東
隣
り
）

講
師　

社
保
研
究
部
講
師
団

会
費　

千
円　
　

定
員　

80
人

持
参
物 

『
絵
で
見
る
色
で
わ
か
る
歯
科
の
院
内
感
染
防
止
対
策
』

※
遅
刻
・
早
退
さ
れ
る
と
修
了
証
は
発
行
で
き
ま
せ
ん

歯
初
診
の
施
設
基
準
に
係
る
研
修
会

施
設
基
準
研
修
会

日
時　

３
月
18
日
（
土
）
18
時
〜
20
時
30
分

会
場　

 

Ｊ
Ｅ
Ｃ
日
本
研
修
セ
ン
タ
ー
江
坂　

４
階
会
議
室

講
師　

金
﨑
朋
彦
氏
（
済
生
会
千
里
病
院
口
腔
外
科
部
長
）

会
費　

無
料　
　

定
員　

40
人

口
腔
粘
膜
疾
患
に
つ
い
て

北
大
阪
地
区
総
会
・
記
念
講
演
会

無料相談

法
律　

３
月
６
日
（
月
）
14
時
〜
16
時

雇
用　

３
月
16
日
（
木
）
14
時
〜
16
時

税
務　

４
月
19
日
（
水
）
14
時
〜
17
時

※ 

会
場
は
保
険
医
会
館
。
１
週
間
前
ま
で
に
要
申
し
込
み

違
憲
と
な
ら
な
い
女
性
差
別

違
憲
と
な
ら
な
い
女
性
差
別

【第４回】

入
試
不
正
が
問
う
も
の

入
試
不
正
が
問
う
も
の

な
き
社
会
へ

な
き
社
会
へ

差別

山
崎　

新

山
崎　

新

医
学
部
入
試
に
お
け
る
女
性
差
別
対
策
弁
護
団　

弁
護
士

医
学
部
入
試
に
お
け
る
女
性
差
別
対
策
弁
護
団　

弁
護
士

　

憲
法
14
条
は
性
別
に
よ
る
不
合

理
な
差
別
を
禁
止
し
て
い
ま
す

が
、
裁
判
所
が
認
め
る
憲
法
14
条

違
反
は
「
直
接
差
別
」
に
限
ら
れ
る

の
が
定
説
で
す
。
男
女
労
働
者
の

賃
金
格
差
や
、
夫
婦
別
姓
な
ど
は
、

性
別
を
直
接
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
て

い
な
い
点
で
直
接
差
別
で
は
な
い

と
し
て
、
憲
法
14
条
違
反
の
ハ
ー

ド
ル
を
越
え
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
本
件
の
医
学
部
入
試

に
お
け
る
得
点
調
整
は
、
女
性
医

学
部
生
の
割
合
を
下
げ
る
た
め
に

　

本
連
載
の
第
１
回
・

第
２
回

で
、
東
京
医
科
大
学
、
順
天
堂
大

学
、
聖
マ
リ
ア
ン
ナ
医
科
大
学
を

提
訴
し
、
そ
の
う
ち
東
京
医
大
と

順
天
堂
大
学
の
地
裁
判
決
が
昨
年

出
た
こ
と
は
ご
紹
介
し
ま
し
た
。

　

２
つ
の
判
決
は
２
点
で
共
通
し

て
い
ま
す
。
得
点
操
作
そ
の
も
の

を
憲
法
違
反
の
差
別
と
断
定
し
な

か
っ
た
点
と
、「
こ
れ
を
公
表
せ

ず
に
受
験
さ
せ
た
こ
と
」
を
不
法

行
為
と
し
て
、
非
常
に
低
い
金
額

の
慰
謝
料
に
と
ど
ま
っ
た
点
で

す
。

　

こ
れ
ほ
ど
の
明
ら
か
な
直
接
差

別
を
も
っ
て
し
て
も
、
な
お
裁
判

所
は
憲
法
14
条
違
反
の
女
性
差
別

と
認
め
ず
、
公
表
す
れ
ば
得
点
操

作
は
許
さ
れ
る
と
の
解
釈
の
余
地

を
残
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
私
た

ち
は
「
女
性
受
験
生
に
女
性
差
別

入
試
を
受
け
さ
せ
た
こ
と
」
を
不

法
行
為
と
主
張
し
た
の
に
、
裁
判

所
に
は
届
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
慰

謝
料
は
東
京
医
大
20
万
円
、
順
天

堂
大
学
30
万
円
で
し
た
。
な
ぜ
こ

こ
ま
で
差
別
を
認
め
る
ハ
ー
ド
ル

が
高
く
、
損
害
が
低
い
の
か
。
弁

護
士
と
し
て
、
司
法
に
対
す
る
失

望
、
諦
め
す
ら
感
じ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
東
京
医
大
に
対
し
て

控
訴
し
た
い
と
い
う
原
告
ら
が
い

た
こ
と
で
、
ま
だ
ま
だ
私
た
ち
も

諦
め
ず
に
頑
張
ろ
う
と
い
う
気
も

起
き
ま
し
た
。
引
き
続
き
の
応
援

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

 

（
つ
づ
く
）

差
別
発
覚
に
よ
る
〝
怒
り
の
声
〞
の
広
が
り

差
別
発
覚
に
よ
る
〝
怒
り
の
声
〞
の
広
が
り

差
別
を
認
め
る
ハ
ー
ド
ル
の
高
さ

差
別
を
認
め
る
ハ
ー
ド
ル
の
高
さ

で
何
ら
か
の
不
利
益
を
受
け
る
の

で
は
な
い
か
」
「
医
学
界
に
楯
突

い
た
者
と
い
う
レ
ッ
テ
ル
が
貼
ら

れ
な
い
か
」
と
不
安
を
抱
え
て
い

ま
し
た
。
想
像
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。
20
代
の
医
学
部
生
や
浪
人
生

の
女
性
た
ち
に
と
っ
て
、
将
来
自

分
が
目
指
し
て
い
る
医
学
界
の
巨

塔
で
あ
る
大
学
を
訴
え
る
ハ
ー
ド

ル
の
高
さ
を
。
多
く
の
女
性
た
ち

が
諦
め
た
中
で
、
原
告
と
し
て

立
っ
た
女
性
た
ち
の
勇
気
と
正
義

感
に
敬
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、

背
後
に
は
た
く
さ
ん
の
同
じ
思
い

を
抱
え
た
女
性
た
ち
が
い
る
こ
と

は
忘
れ
て
ほ
し
く
な
い
と
こ
ろ
で

す
。

原
告
ら
の
背
後
に
い
る
た
く
さ
ん
の
女
性
た
ち

原
告
ら
の
背
後
に
い
る
た
く
さ
ん
の
女
性
た
ち

　

今
回
３
大
学
に
対
す
る
訴
訟
に

参
加
し
た
原
告
（
元
女
性
受
験

生
）
以
外
に
も
、
訴
訟
を
検
討
し

て
く
れ
た
女
性
は
た
く
さ
ん
い
ま

し
た
。
多
く
は
他
大
学
の
医
学
部

生
や
浪
人
生
で
、
「
将
来
医
師
に

な
っ
た
と
き
、
原
告
だ
っ
た
こ
と

行
わ
れ
た
直
接
差
別
で
す
。
２
０

１
８
年
に
こ
の
問
題
が
発
覚
し
た

と
き
に
法
律
家
が
驚
愕
し
た
の
は

そ
の
点
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
時
代

に
明
ら
か
な
直
接
差
別
が
存
在
す

る
と
は
、
お
よ
そ
想
像
す
ら
し
て

い
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。
そ
こ
で
、

す
ぐ
さ
ま
全
国
か
ら
約
70
人
の
弁

護
士
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
電
話
や
メ
ー
ル
で
１

５
０
件
を
超
え
る
相
談
を
受
け
ま

し
た
。
元
女
性
受
験
生
や
保
護
者

か
ら
「
自
分
も
差
別
を
受
け
た
の

で
は
な
い
か
」
「
許
せ
な
い
」
と
い

う
声
で
し
た
。
そ
し
て
、
当
事
者

以
外
か
ら
も
た
く
さ
ん
の
賛
同
を

い
た
だ
き
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
で
は
７
４
０
万
円
も
の

寄
付
が
集
ま
り
ま
し
た
。
海
外
か

ら
も
取
材
を
受
け
ま
し
た
。
怒
り

の
声
が
う
ね
り
と
な
り
広
が
る
の

を
実
感
で
き
る
得
難
い
経
験
で
し

た
。

医療機関対象
物価高騰支援摂津市

【交付額】10万円（中小企業
向け支援との併給不可）【申請
書】市から診療所に
郵送【申請期限】３
月31日まで※詳細は
QRコード参照


